
圓
開
削
」

　
　
安
国
寺
由
来
記

浦
田
町

　
　
義

沖

光

　
は
じ
め
に

　
も
う
一
三
年
も
前
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
大
河
ド
ラ
マ
「
太

平
記
」
で
室
町
幕
府
創
建
時
代
の
武
士
や
公
方
た
ち
の
生
活
様
式

か
ら
あ
で
や
か
な
東
山
文
化
な
ど
が
放
映
さ
れ
、
お
お
い
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
た
。
ま
た
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
は
「
執
権
・
北
条

時
宗
」
の
一
代
記
が
採
り
上
げ
ら
れ
、
政
権
内
で
の
権
力
争
い
、

元
寇
で
の
戦
闘
場
面
の
す
さ
ま
じ
さ
、
反
戦
を
説
く
日
蓮
和
尚
へ

の
迫
害
、
逃
げ
ま
ど
う
庶
民
の
姿
な
ど
を
見
て
、
私
の
中
世
史
へ

の
学
び
心
が
呼
び
醒
ま
さ
れ
た
。

　
折
り
も
折
り
、
別
府
史
談
会
で
は
仏
の
里
国
東
の
秋
を
探
訪
し

て
「
安
国
寺
」
を
訪
ね
、
こ
の
寺
院
が
足
利
尊
氏
を
祀
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
足
利
尊
氏
と
い
え
ば
、
戦
前
の
国
史
教
育
（
皇

国
史
観
）
で
は
南
北
朝
時
代
の
「
逆
賊
」
と
し
て
、
楠
正
成
や
新

田
義
貞
ら
の
「
忠
臣
」
に
比
べ
て
白
眼
視
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
、
素
人
な
が
ら
、
安
国
寺
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
そ
し
て
足
利
尊
氏
と
い
う
英
雄
の
一
側
面
に
で
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
筆
を
執
る
こ
と
に
し
た
。

安
国
寺
建
立
の
社
会
的
背
景

　
今
か
ら
ざ
っ
と
八
百
五
十
年
前
の
十
二
世
紀
半
ば
、
世
は
ま
さ

に
混
迷
の
極
に
あ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
十
三
世
紀
後
半
の

蒙
古
（
天
元
国
）
襲
来
（
文
永
の
役
万
一
七
四
年
、
弘
安
の
役
一

二
八
一
年
）
と
い
う
対
外
的
危
機
と
同
時
に
、
朝
廷
で
は
皇
統
の

対
立
（
天
覚
寺
統
と
持
明
院
統
）
が
深
刻
に
な
っ
て
い
た
。
こ
ん

な
中
に
即
位
し
た
の
が
後
醍
醐
天
皇
で
あ
ぺ
た
。
後
醍
醐
天
皇
は
、

天
皇
親
政
を
う
た
い
鎌
倉
幕
府
と
対
峙
し
た
た
め
、
幕
府
（
北
条

高
時
）
は
後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
軍
を
平
定
せ
ん
と
し
て
高
氏
に
命

じ
西
上
せ
し
め
た
。
だ
が
高
氏
は
、
命
に
逆
ら
っ
て
六
波
羅
探
題

を
攻
め
滅
ぼ
し
、
鎌
倉
幕
府
を
も
滅
ぼ
し
た
。

　
こ
の
戦
功
に
よ
り
、
建
武
中
興
に
際
し
て
最
高
の
恩
賞
を
受
け

た
の
は
足
利
高
氏
で
あ
る
。
名
も
「
尊
氏
」
を
戴
い
て
武
蔵
・
常

陸
・
下
総
の
守
護
職
を
得
た
。

　
し
か
し
、
中
興
政
治
の
失
敗
を
見
て
と
っ
た
尊
氏
は
、
鎌
倉
に
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▲仁王像のある山門前から

下
っ
て
後
醍
醐
天

皇
と
対
立
し
、
東

奔
西
走
し
て
朝
廷

側
の
楠
木
・
新
田
・

北
畠
等
の
諸
勢
力

を
破
る
。
そ
の
上

で
北
朝
を
奉
じ
て

暦
宝
元
年
（
コ
ェ

三
八
年
）
、
京
都

に
幕
府
を
開
き
武

家
政
治
を
復
活
し

た
。
こ
う
し
て
、

や
っ
と
太
平
を
得

た
が
、
元
弘
二
年
の
乱
（
鎌
倉
幕
府
倒
壊
）
以
降
、
六
年
間
の
戦

乱
で
残
っ
た
の
は
荒
廃
と
社
会
不
安
の
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
社
会
状
況
を
救
い
、
天
下
に
太
平
を
も
た
ら
す
た
め
の
戦

後
処
理
が
「
一
国
一
寺
一
塔
」
の
建
立
と
い
う
宗
数
的
文
治
政
策

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
政
策
は
、
良
和
元
年
（
一
三
四
五
）
光
厳
上
皇
の
勅
許
を

仰
ぎ
、
足
利
幕
府
が
夢
窓
国
師
の
力
を
借
り
て
全
国
六
十
余
州
の

国
ご
と
に
建
立
し
、
国
家
安
穏
・
衆
生
利
益
の
祈
願
お
よ
び
元
寇

以
来
の
戦
死
者
追
善
供
養
の
場
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
寺
名
が
「
安
国
寺
」
で
あ
り
、
こ
の
時
の
塔
が
「
利
生
塔
」

（
り
し
ょ
う
と
う
）
と
呼
ば
れ
る
供
養
塔
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
寺
塔
の
建
立
は
、
建
武
年
間
（
一
三
三
四
～
百
ご
二

五
）
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
一
国
一
寺
一
塔
と
い

う
配
置
は
、
律
令
国
家
の
奈
良
朝
に
そ
の
先
例
が
見
ら
れ
る
。
聖

武
天
皇
（
七
〇
一
～
七
五
六
）
に
よ
る
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
が
そ

れ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
豊
後
国
分
寺
跡
は
九
火
線
豊
後
国
分
寺

駅
南
側
一
帯
の
地
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
一
角
に
は
現
在
、
大

分
市
歴
史
資
料
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
分
尼
寺
の
位

置
に
つ
い
て
は
今
日
な
お
判
明
し
て
い
な
い
、
と
い
う
（
大
分
放

送
『
大
分
歴
史
事
典
』
）
。

豊
後
の
国
　
太
陽
山
・
安
国
寺
の
由
来

　
国
東
町
西
部
郊
外
に
、
戦
後
い
ち
早
く
発
掘
さ
れ
た
安
国
寺
遺

跡
で
有
名
な
安
国
寺
集
落
が
存
在
す
る
。
こ
の
集
落
の
一
番
奥
の

小
高
い
丘
に
太
陽
山
・
安
国
寺
の
堂
宇
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん

で
見
え
る
。
旧
参
道
は
狭
く
自
動
車
も
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
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た
が
、
圃
場
整
備
と
か
で
道
路
が
拡
げ
ら
れ
、
山
門
ま
で
車
で
行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寺
の
前
に
は
、
い
つ
頃
造
成
さ
れ
た
の
か

用
水
溜
池
が
あ
り
、
夏
に
は
村
の
子
供
た
ち
が
泳
い
で
い
た
。
旧

参
道
は
、
こ
の
溜
池
の
土
手
を
通
っ
て
詣
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
豪
族
の
田
原
氏
、
富
来
氏
な
ど
が
支
配
し

て
お
り
、
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
に
敗
走
し
こ
の
地
ま
で
逃

れ
て
来
た
足
利
高
氏
は
、
両
豪
族
の
助
け
で
勢
力
を
盛
り
返
す
こ

と
が
出
来
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
「
豊
後
安
国
寺
」
は
国
東
に

建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
太
陽
山
・
安
国
寺
（
臨
済
宗
　
妙
心
寺
派
）
は
応
永
元
年
二

三
九
四
）
、
足
利
尊
氏
を
開
基
と
し
、
絶
海
国
師
（
後
記
）
を
開

山
に
勧
請
し
て
創
建
さ
れ
た
。
当
山
は
六
十
八
番
目
に
創
建
さ
れ

て
お
り
、
全
国
の
安
国
寺
建
立
史
上
に
最
終
的
意
義
を
持
つ
寺
と

し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
（
『
安
国
寺
風
土
記
』
）
。

　
さ
て
、
寺
を
前
に
し
て
古
め
か
し
い
石
段
を
あ
が
る
と
、
ず
ん

ぐ
り
と
し
て
厳
め
し
い
石
造
り
の
仁
王
様
が
参
詣
者
を
迎
え
て
く

れ
る
。
境
内
へ
の
入
口
に
は
、
い
か
に
も
禅
宗
の
古
刹
ら
し
く
茅

葺
き
の
山
門
が
あ
る
。
こ
の
山
門
は
天
正
年
間
に
大
友
氏
の
焼
き

討
ち
に
道
っ
た
が
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
再
建
さ
れ
た
。

　
約
二
百
五
十
年
を
経
て
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
と
、
「
仏
の
里
」

が
観
光
化
し
て
全
国
各
地
か
ら
参
詣
す
る
人
々
が
増
え
た
た
め
、

十
年
ほ
ど
前
に
新
築
し
た
と
和
尚
が
語
っ
て
く
れ
た
。

　
山
門
の
総
高
は
三
十
三
尺
（
約
十
メ
ー
ト
ル
）
で
本
格
的
な
禅

宗
の
鐘
楼
門
と
し
て
珍
し
い
、
と
い
う
。
さ
ら
に
石
段
を
上
る
と

正
面
に
本
堂
、
右
手
に
庫
裏
と
寺
宝
の
収
蔵
庫
が
建
ち
、
左
手
に

鐘
撞
堂
と
地
蔵
堂
と
が
あ
る
。
周
辺
の
庭
園
は
笥
目
も
正
し
く
、

清
ら
か
な
風
が
境
内
に
流
れ
て
い
た
。

絶
海
国
師
（
ぜ
っ
か
い
こ
く
し
）

　
絶
海
中
津
（
ぜ
っ
か
い
ち
ゅ
う
し
ん
）
、
仏
智
応
照
国
師
と
も

云
う
（
二
二
三
六
～
一
四
〇
五
）
。

　
南
北
朝
、
室
町
前
期
の
禅
僧
（
臨
済
宗
）
で
土
佐
生
ま
れ
。
夢

窓
国
師
に
師
事
、
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
人
明
。
帰
国
後
、
天

竜
寺
、
甲
斐
恵
林
寺
を
経
て
鹿
苑
院
に
住
す
。

　
詩
に
長
じ
、
義
堂
周
信
と
共
に
五
山
文
学
の
双
璧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ご
本
尊
は
三
体
（
釈
迦
牟
尼
仏
・
文
殊
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
）

　
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
新
築
落
慶
し
た
と
い
う
入
母
屋

造
り
の
本
堂
内
に
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
の
作
と
云
わ
れ

る
三
尊
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
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三
尊
仏
は
「
釈
迦
牟
尼
仏
」
を
中
に
、
左
手
に
仏
の
智
慧
（
般

若
）
を
象
徴
す
る
「
文
殊
菩
薩
」
、
右
手
に
仏
の
仏
道
修
行
の
功

徳
を
象
徴
す
る
「
普
賢
菩
薩
」
を
脇
侍
に
し
て
並
ん
で
い
る
。
ど

ち
ら
の
菩
薩
も
緒
仏
の
中
で
は
上
席
を
占
め
、
常
に
仏
の
教
化
と

済
度
を
助
け
る
と
い
う
。

　
一
説
に
よ
れ
ば
文
殊
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
と
は
兄
弟
で
、
父
親
は

阿
弥
陀
仏
と
い
う
。
阿
弥
陀
仏
は
、
元
は
イ
ン
ド
の
あ
る
国
の
王

子
で
あ
っ
た
が
出
家
し
て
西
方
浄
土
、
つ
ま
り
極
楽
浄
土
を
開
い

た
と
さ
れ
る
。
智
慧
の
象
徴
と
し
て
は
「
虚
空
蔵
菩
薩
」
と
「
文

殊
菩
薩
」
と
が
あ
る
が
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
智
慧
は
記
憶
力
・
　
博

学
と
い
っ
た
意
味
合
い
の
云
わ
ば
学
者
的
智
慧
、
文
殊
菩
薩
の
そ

れ
は
実
際
の
困
難
に
当
た
っ
て
の
正
し
い
判
断
、
巧
妙
な
処
理
方

法
の
案
出
と
い
っ
た
、
云
わ
ば
商
人
・
政
治
家
の
智
慧
で
あ
る
と

す
る
。
密
教
で
は
、
文
殊
菩
薩
は
獅
子
に
乗
っ
た
姿
で
、
普
賢
菩

薩
は
白
象
に
乗
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
仏
教
辞
典
）
。

足
利
尊
氏
公
座
像

本
堂
内
、
正
面
右
手
に
尊
氏
公
の
凛
々
し
い
座
像
が
涼
し
く
安

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
座
像
は
、
尊
氏
存
命
中
に
彫
ら
れ
た
も
の

皿
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▲等身大と伝えられる足利尊氏座像

と
伝
え
ら
れ

る
。

　
　
　
や
ま
し
な

　
京
都
山
科

の
地
蔵
寺
の

寺
伝
に
よ
る

と
座
像
は
二

体
造
ら
れ
、

一
体
は
地
蔵

寺
へ
、
一
体

は
足
利
家
の

菩
提
寺
で
あ

　
と
う
じ
い
ん

る
等
持
院
に

納
め
ら
れ
た
、

と
い
う
。
と

こ
ろ
が
山
科
の
地
蔵
寺
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
、
廃
仏
毀

釈
の
あ
お
り
を
受
け
て
廃
寺
と
な
っ
た
た
め
、
豊
後
安
国
寺
に
移

管
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
等
持
院
の
座
像
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
尊
氏
が
逆
賊

扱
い
さ
れ
た
折
り
に
京
都
三
条
川
原
で
打
ち
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
「
国
学
」
が
盛
ん
と
な
り
、
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そ
の
主
流
（
賀
茂
真
淵
、
木
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
な
ど
）
か
ら
尊

氏
が
国
賊
扱
い
さ
れ
た
た
め
と
云
わ
れ
る
。
安
国
寺
の
尊
氏
座
像

は
、
日
本
最
古
の
等
身
大
寄
木
作
り
の
木
像
で
あ
る
。

　
足
利
尊
氏
と
縁
の
あ
る
品
々

　
木
寺
境
内
の
地
蔵
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
木
造
の
延
命
地
蔵
尊
立

像
（
県
指
定
文
化
財
）
は
尊
氏
存
命
中
に
造
ら
れ
九
も
の
で
、
尊

氏
が
常
日
頃
崇
敬
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
山
科
に

地
蔵
寺
が
建
て
ら
れ
た
折
り
、
ご
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
爾
来
、
虫
封
、
安
産
祈
願
の
祈
祷
所
と
し
て
皇
室
か
ら

の
参
拝
も
な
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
立
像
は
鎌
倉
初
期
の
恵
信
僧
都
の
作
と
い
わ
れ
、
総
丈
四

尺
五
寸
（
約
一
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
衣
や
袈
裟
に
は
今
な

お
彩
色
の
あ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
尊
氏
は
夢
窓
国
師
に
帰
依
し
、

後
醍
醐
天
皇
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
コ
大
竜
寺
」
を
創
建
、
そ
の

費
用
を
得
る
た
め
に
元
と
交
易
し
た
。
天
竜
寺
船
の
名
は
こ
れ
に

由
来
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
赤
穂
浪
士
で
知
ら
れ
る
大
石
内
蔵
助
は
山
科
閑
居

中
、
ひ
そ
か
に
こ
の
地
蔵
尊
に
「
仇
討
ち
成
就
を
祈
願
し
て
い
た
」

▲木造延命地蔵尊立像

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
仇
討
ち

成
就
後
は
四
十
七
土
の
戒
名
を

連
署
し
た
巻
紙
を
足
下
に
納
め
、

歴
代
の
住
職
に
よ
っ
て
供
養
さ

れ
て
き
た
と
い
う
由
緒
を
も
つ
。

ま
た
、
大
石
内
蔵
助
と
縁
が
あ

る
「
お
軽
の
像
」
も
安
置
さ
れ

て
い
る
。
お
軽
は
内
蔵
助
か
山

科
閑
居
中
の
愛
妾
で
あ
る
が
、

ド
ラ
マ
忠
臣
蔵
な
ど
で
は
茨
の
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な
か
に
咲
く
一
輪
の
可
憐
な
花
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　
元
寇
の
乱
以
来
の
戦
乱
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
す
べ
て
の
人
々
、

敵
も
味
方
も
野
獣
に
至
る
ま
で
、
一
切
の
御
霊
を
慰
め
る
た
め
に

光
厳
上
皇
の
院
宣
が
下
り
、
寺
は
「
安
国
寺
」
、
塔
に
は
「
利
生

塔
」
と
呼
ぶ
称
号
が
勅
許
さ
れ
た
。
そ
れ
は
貞
和
元
年
（
一
三
四

五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
来
、
六
百
六
十
年
近
く
の
年
月
を
経
た
。
こ
の
間
、
安
国
寺

の
最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
尊
氏
も
豪
族
た
ち
も
去
り
、
ま
た
多

く
の
戦
乱
が
あ
っ
た
。
自
然
災
害
も
、
廃
仏
毀
釈
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
も
と
も
と
の
姿
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
寺
院
は
ほ
と

ん
ど
無
い
と
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
の
寺
院
も
「
安
国
寺
」
の
法
灯

を
守
ろ
う
と
必
死
に
再
建
、
再
興
を
重
ね
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
六
百
六
十
年
の
歴
史
は
重
い
。
二
画
一
寺
の
六
十
八
寺
の
う

ち
、
現
存
す
る
の
は
四
十
二
寺
で
あ
る
。
残
り
の
二
十
六
寺
は
廃

寺
ま
た
は
、
未
詳
と
い
う
。
今
後
の
調
査
、
研
究
に
よ
っ
て
新
た

な
発
見
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
本
稿
は
主
に
全
国
安

国
寺
会
編
『
安
国
寺
風
土
記
』
（
平
成
十
二
年
三
月
刊
）
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
写
真
も
同
じ
）
。
郷
土
史
が
好
き
で
は

あ
る
が
、
専
門
家
で
は
な
い
の
で
間
違
い
、
勉
強
不
足
の
点
も
あ

ろ
う
が
、
何
卒
お
許
し
を
願
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）

△
参
考
▽
　
日
本
現
在
の
仏
教
の
宗
派
と
概
数
（
編
集
部
）

　
　
奈
良
時
代
・
法
相
宗
－
寺
院
数
六
〇
　
　
信
徒
数
約
六
一
万
人

　
　
　
　
　
　
　
・
華
厳
寺
　
　
　
　
五
八
　
　
〃
　
　
四
万
五
千
人

　
　
　
　
　
　
　
・
律
宗
　
　
　
　
一
一
五
　
　
〃
　
一
三
万
五
千
人

　
　
平
安
時
代
・
天
台
宗
　
約
四
二
〇
〇
　
　
（
1
1
）
万
五
千
人

　
　
　
　
　
　
　
・
真
言
宗
　
約
一
万
二
千
　
　
〃
　
一
三
八
〇
万
人

鎌
倉
時
代
・
融
通
念
仏
宗
　
三
五
七
　
　
〃

　
　
　
　
　
・
浄
土
宗
　
　
　
約
八
千
　
　
〃

　
　
　
　
　
・
浄
土
真
宗
　
　
約
二
万
　
　
〃

　
　
　
　
　
・
時
宗
　
　
　
　
四
一
四
　
　
〃

　
　
　
　
　
・
臨
済
宗
　
約
五
八
〇
〇
　
　
〃

　
　
　
　
　
・
曹
洞
宗
　
約
一
万
五
千
　
　
〃

　
　
　
　
　
・
日
蓮
宗
　
約
六
八
〇
〇
‘
　
　
〃

江
戸
時
代
・
黄
梁
宗
　
　
　
四
七
〇
　
　
″

　
　
コ
二
万
人

　
六
四
五
万
人

一
三
三
五
万
人

　
　
二
四
万
人

　
一
九
八
万
人

　
六
八
八
万
人

三
四
二
〇
万
人

　
　
三
六
万
人

（
山
野
他
共
著
『
仏
教
宗
派
の
常
識
』
よ
り
）
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